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(57)【要約】
【課題】  一画面表示と同等の親画面とある程度の大き
さを確保した子画面が得られ、また親子画面の境界線を
明確にした状態で静止画と動画を良好に観察する。
【解決手段】  マイコン２８は、一画面表示と同じ大き
さの親画面領域を設定した親画面単独マスクと、この親
画面領域の四隅位置に子画面領域を重ねた親子画面マス
クをマスク用メモリ２９を介して生成・出力し、通常で
は、ＤＳＰ２０からのビデオ信号に基づいて形成された
動画を、上記親画面単独マスクの親画面領域内にはめ込
み表示する。一方、静止画表示操作時では、画像メモリ
２１を介して形成された静止画を、上記親子画面マスク
の親画面領域内にはめ込み、かつその子画面領域内に縮
小演算回路２５により得られた縮小動画をはめ込み表示
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を用いて形成された被観察体画
像を表示器の画面マスクで設定された領域に表示する電
子内視鏡装置において、
親画面領域のみを設定した親画面マスクと、親画面領域
とこれに重なる子画面領域の両方を設定した親子画面マ
スクを生成するマスク形成回路を設け、
通常では、上記親画面マスク内に動画を表示し、静止画
表示操作が行われた時には、この親画面マスクから上記
親子画面マスクへ切り換え、この親子画面マスクの親画
面領域内に静止画を表示すると共に、子画面領域内に動
画を表示することを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置、特
に一つの表示器画面に動画と静止画を同時に表示する電
子内視鏡装置の表示制御の内容に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置では、スコープ先端から
照射された光によって捉えられた被観察体を、固体撮像
素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Device）で撮像し
ており、このＣＣＤから出力された信号を画像処理する
ことにより映像信号（ビデオ信号）が形成され、このビ
デオ信号に基づいて被観察体の動画がモニタ（表示器）
へ表示される。一方、フリーズスイッチが操作されたと
きは、そのときのビデオ信号により静止画が形成され、
この静止画がモニタへ表示される。
【０００３】従来では、同一のモニタにおいて上記の動
画と静止画を二画面で同時に表示することが行われてお
り、この動画及び静止画の二画面表示の一例を図５に示
す。図５において、モニタ１の画面領域には、親画面２
とこの親画面２の大きさよりも少し小さな子画面３が配
置・設定されると共に、文字列等のキャラクタ情報表示
領域４が設定される。そして、例えば上記親画面２に検
査対象物Ｇが存在する被観察体内の静止画、他方の子画
面３にその被観察体の動画というように二つの画像が同
時に表示されることになり、またこれら静止画と動画は
入れ替えて表示することが可能になっている。この二画
面表示によれば、静止画を表示しているときでも、動画
により被観察体の状態や被観察体内と内視鏡の位置関係
等を確認できるという利点がある。
【０００４】しかし、上記の同一モニタにおける二画面
表示では、親画面２と子画面３の領域を一つの画面領域
の中で別々に分けて設定するため、親画面の大きさを画
面一杯に広げることができず、一般の一画面表示の場合
と比較すると、被観察体画像の詳細が観察し難くなる。
一方、親画面２の大きさを一画面表示の大きさまで近づ
けた場合は、子画面３の領域が著しく小さくなり、この
子画面３の画像が極めて見難くなってしまう。そこで、
子画面についてもある程度の大きさを確保するため、親
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画面に子画面を重ねて表示することが考えられる。な
お、このような表示をした例として、例えば特開昭６２
－１８１０２２号公報に示されるものがある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来に
おいて親画面に子画面を重ねるに場合は、スーパーイン
ポーズにより親画面の所定位置に子画面画像をはめ込ん
で表示しており、親画面と子画面の境界部分が見難くな
るという問題があった。この親画面と子画面の境界は、
動画と静止画を二画面表示するためある程度の認識はで
きるが、内視鏡では同一の体腔内を観察することから画
像周囲の映像が似ており、境界線が曖昧となる場合も多
い。
【０００６】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、一画面表示と同等の親画面とある
程度の大きさを確保した子画面が得られると共に、親子
画面の境界線を明確にした状態で静止画と動画を良好に
観察することができる電子内視鏡装置を提供することに
ある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は、撮像素子を用いて形成された被観察体画
像を表示器の画面マスクで設定された領域に表示する電
子内視鏡装置において、親画面領域のみを設定した親画
面マスクと、親画面領域とこれに重なる子画面領域の両
方を設定した親子画面マスクを生成するマスク形成回路
を設け、通常では、上記親画面マスク内に動画を表示
し、静止画表示操作が行われた時には、この親画面マス
クから上記親子画面マスクへ切り換え、この親子画面マ
スクの親画面領域内に静止画を表示すると共に、子画面
領域内に動画を表示することを特徴とする。
【０００８】上記の構成によれば、親画面の四隅の一箇
所に子画面を重ねた配置とすることにより、親画面の領
域を画面一杯に採り、子画面については必要な大きさを
確保する。そして、通常では、親画面単独マスク信号が
生成され、この親画面マスク信号と動画信号が混合処理
されることにより、親画面マスク領域内にはめ込まれた
動画が画像表示される。一方、フリーズスイッチ等によ
り静止画表示操作がなされたときには、静止画が形成さ
れると同時に、上記の親画面マスクに代えて親子画面マ
スク信号が生成され、画像混合処理により、親子画面マ
スクの親画面領域内に静止画、子画面領域内に動画がは
め込まれ、画像表示される。
【０００９】
【発明の実施の形態】図１及び図２には、実施形態例に
係る電子内視鏡装置の構成が示されており、この装置
は、図２に示されるように、電子スコープ１０はプロセ
ッサ装置１２に接続される。上記電子スコープ１０の先
端部１０Ａに、対物光学系を介して被観察体を撮像する
ＣＣＤ１３が配置され、このスコープ１０の操作部１０
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Ｂには静止画表示を実行するフリーズスイッチ１４が設
けられる。なお、このフリーズスイッチ１４以外でも、
プロセッサ装置１２側に設けられたフットスイッチ等を
静止画表示操作のためのスイッチとして用いることがで
きる。
【００１０】上記プロセッサ装置１２は、上記ＣＣＤ１
３から出力された信号に基づき、各種の画像処理を行う
が、このプロセッサ装置１２で得られた動画及び静止画
の映像信号（ビデオ信号）は、表示器であるモニタ１６
やプリンタ、ハードコピー、ＶＴＲ等の記録装置１７に
出力される。この図２には、光源装置を示していない
が、光源装置の光源光は電子スコープ１０内のライトガ
イドを介して先端部１０Ａまで導かれ、この先端部１０
Ａから被観察体内へ照射される。
【００１１】図１には、上記電子スコープ１０及びプロ
セッサ装置１２内の電気的な構成が示されており、上記
ＣＣＤ１３にはＡ／Ｄ変換器１９を介してＤＳＰ（デジ
タルシグナルプロセッサ）２０が接続される。このＤＳ
Ｐ２０は、デジタルビデオ信号につき、ガンマ補正、輪
郭強調等の各種の画像処理を施すものであり、このＤＳ
Ｐ２０の出力は静止画用画像メモリ２１へ供給される。
この画像メモリ２１の後段には、ビデオ信号を混合する
画像混合回路２２、Ｄ／Ａ変換器２３が接続される。
【００１２】また、上記ＤＳＰ２０から出力されたビデ
オ信号を入力する縮小演算回路２５と切換え器２６が設
けられており、上記縮小演算回路２５はその内部に備え
た画像メモリを用いて子画面の大きさに応じて縮小した
動画（間引き処理或いは画素データ平均処理等による縮
小処理画像）を形成する。上記切換え器２６は、スルー
ラインを介して端子ａに供給されるＤＳＰ２０からの動
画信号と、上記縮小演算回路２５から端子ｂに供給され
る縮小動画信号の何れか一方を切換え選択して上記画像
混合回路２２へ出力する。
【００１３】一方、上記の各回路を統括制御し各種機能
の制御を実行するマイコン２８が設けられており、この
マイコン２８には上記フリーズスイッチ１４の操作信
号、コントロールパネル（プロセッサ装置１２）のキー
操作等によって設定される小画面の大きさの設定信号が
供給される。そして、このマイコン２８は、画面上に親
画面のみを設定する親画面マスクと、親画面の一部に子
画面を重ねた親子画面マスクを生成しており、このマス
ク画像情報を記憶するためにマスク用メモリ２９が設け
られる。
【００１４】図３には、当該例で生成されるマスクの実
施例が示されており、上記マイコン２８は、図（Ａ）の
ように親画面領域５０のみを設定した親画面マスクＭａ
と、図（Ｂ）のように親画面マスクの右下（四隅）にお
いて子画面領域６０を親画面領域５０に重ねるようにし
て形成し、かつ２ドット程度で描いた円形境界線ｅ

1
を

設けたもので、子画面サイズが小さい親子画面マスクＭ

4
ｂ、図（Ｃ）のように円形境界線ｅ

２
を有しサイズが大

きい子画面領域６１を設定した親子画面マスクＭｃとい
うように、子画面サイズが異なる複数の親子画面マスク
を生成することができる。
【００１５】また、上記マスク用メモリ２９や画像メモ
リ２１の書込み及び読出しを制御するメモリ制御回路３
０、画面上の四隅のキャラクタ表示領域において、日
付、撮影条件、患者名、病院名等の文字、記号等のキャ
ラクタ情報を発生するキャラクタ発生回路３１が設けら
れ、このキャラクタ発生回路３１の出力及び上記マスク
用メモリ２９の出力は、画像混合回路２２へ供給され
る。
【００１６】実施形態例は以上の構成からなり、その作
用を図４を参照しながら説明する。まず、図２の電子ス
コープ１０では、先端部１０Ａからの光照射に基づき被
観察体がＣＣＤ１３で撮像され、このＣＣＤ１３の出力
信号は、図１のＤＳＰ２０にて各種の画像処理が施され
る。このＤＳＰ２０で形成されるビデオ信号は、動画で
あり、この動画信号は、通常時においてマイコン２８に
より切換え器２６が端子ａへ切り換えられているので、
この端子ａを介して画像混合回路２２へ供給される。
【００１７】一方、マイコン２８では、通常時において
上述の図３（Ａ）の親画面マスクＭａを生成してマスク
用メモリ２９に格納しており、このマスク用メモリ２９
から親画面マスク信号が画像混合回路２２へ供給され
る。同時に、マイコン２８はキャラクタ発生回路３１に
よってキャラクタ情報信号を発生させており、このキャ
ラクタ情報信号も画像混合回路２２へ供給される。
【００１８】このようにして、画像混合回路２２では、
親画面マスクＭａの信号、動画信号そしてキャラクタ情
報信号が混合され、この混合回路２２から出力されたビ
デオ信号は、Ｄ／Ａ変換器２３を介してモニタ１６へ供
給される。その結果、図４（Ａ）のモニタ１６に示され
るように、親画面マスクＭａで設定された親画面５０
に、被観察体の動画（Ｃ）が表示されると共に、その四
隅にはキャラクタ情報４が表示される。
【００１９】一方、フリーズスイッチ１４（又はフット
スイッチ等）により静止画表示操作が行われたときは、
マイコン２８の制御に基づき、そのとき以降の上記画像
メモリ２１での書込みを禁止し、この画像メモリ２１内
に格納されたビデオ信号を繰り返し読み出すことによ
り、静止画信号が形成される。また、マイコン２８は例
えば図３（Ｂ）の親子画面マスクＭｂを生成し、これを
マスク用メモリ２９へ格納し、同時に縮小演算回路２５
を動作させ、かつ切換え器２６を端子ｂに切り換える。
上記縮小演算回路２５では、前段のＤＳＰ２０から出力
されるビデオ信号につき上記親子画面マスクＭｂの子画
面領域の大きさに合せた縮小演算処理を行うことによ
り、縮小動画信号が形成される。
【００２０】そして、上記画像メモリ２１の静止画信号
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はマスクＭｂの親画面領域５０内にはめ込まれるように
読出し制御され、また上記縮小演算回路２５で得られる
縮小動画信号も親子画面マスクＭｂの子画面６０内には
め込まれるように読出し制御されることになり、上記マ
スク用メモリ２９から出力される親子画面マスク（Ｍ
ｂ）信号、上記キャラクタ情報信号と共に、画像混合回
路２２で混合される。
【００２１】この結果、図４（Ｂ）のモニタ１６に示さ
れるように、親子画面マスクＭｂの親画面領域５０に、
被観察体の静止画（Ｓ）が表示されると共に、右下の子
画面領域６０に縮小動画（Ｃ）が表示される。図４
（Ｃ）は、図４（Ｂ）よりも子画面領域を大きくしたも
ので、この場合は図３（Ｃ）の親子画面マスクＭｃで設
定された大きさの子画面領域６１に、その大きさに合せ
た縮小動画（Ｃ）が表示される。そして、このような親
子画面マスクＭｂ，Ｍｃによる画像表示では、境界線ｅ

１
，ｅ

２
により親画面の静止画と子画面の動画が明確に

観察できる。
【００２２】この子画面領域６１の大きさは、プロセッ
サ装置１２のコントロールパネルのキー操作等で任意に
設定することができる。即ち、上記マイコン２８により
操作設定された大きさの子画面を有するマスクを生成
し、縮小演算回路２５で画像縮小率を変えることによ
り、任意の大きさの子画面に縮小動画が表示される。
【００２３】その後、フリーズ動作が終了したときに
は、マイコン２８の制御により縮小演算回路２５の動作
を停止して通常の動画表示処理が行われることになり、
切換え器２６のａ端子を介して出力されたビデオ信号に
より動画が親画面領域５０に表示される。
【００２４】上記実施形態例では、子画面領域６０，６
１を画面の右下に配置したが、四隅のその他の位置に配
置するように設定してもよい。
【００２５】 *
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*【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
親画面領域のみの親画面マスクと、親画面領域とこれに
重なる子画面領域の親子画面マスクを生成するマスク形
成回路を設け、通常では上記親画面マスク内に動画を表
示し、静止画表示操作が行われた時には上記親子画面マ
スクへ切り換え、この親子画面マスクの親画面領域内に
静止画、子画面領域内に動画を表示するようにしたの
で、一画面表示と同等の親画面とある程度の大きさを確
保した子画面が得られると共に、親子画面の境界線が明
確となり、二画面表示される静止画及び動画を良好に観
察することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る電子内視鏡装置の回
路構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例の電子内視鏡装置の全体構成を示す
図である。
【図３】実施形態例で生成されるマスク形状を示し、図
（Ａ）は親画面マスクの図、図（Ｂ）は小さい子画面を
持つ親子画面マスクの図、図（Ｃ）は大きい子画面を持
つ親子画面マスクの図である。
【図４】実施形態例のモニタ表示状態を示し、図（Ａ）
は通常の動画表示時の図、図（Ｂ）は静止画表示時で小
さい子画面とした場合の図、図（Ｃ）は静止画表示時で
大きい子画面とした場合の図である。
【図５】従来のモニタにおける二画面表示の一例を示す
図である。
【符号の説明】
１０…電子スコープ、  １２…プロセッサ装置、１３…
ＣＣＤ、        １６…モニタ、２０…ＤＳＰ（デジタ
ルシグナルプロセッサ）、２１…画像メモリ、    ２２
…画像混合回路、２５…縮小演算回路、  ２６…切換え
器、２８…マイコン、      ２９…マスク用メモリ、３
０…メモリ制御回路。

【図１】 【図５】
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域中。 插图和显示。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/39f4a92c-2005-4e35-b624-7075db298ceb
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018909547/publication/JP2002248078A?q=JP2002248078A

